
The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

No．1 7

一原　報一

木村康 一→e
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撒

： 漢　薬 ・
胡黄連 に つ い て

　　　　　 Koiti　KIMuRA 弊

and 　Tsuneo 　NAMBAma 　
：

An 　Observation　on 　the　Chinese　Drug ‘Hu −huang −lien’

or　
cKo −6ren’．

（欄 認 孟撒 鵠 潔 1，鷙 野
Ky °t° Un ’ve 「 si‘y，

）：ac

　Late　 Dr．　 Nakao 　 sorted 　 out 〔〕f　the　paekage　 of 　 sticklae 　 of 　Sh6s6in　medicinals 　on

his　iIユvestigation 　on 　1930　several 　pieccs　o £ asubstallce 　cerresptinding 　to　the　prese且 七

day 　 KO ．6ren
，
　 the 　 rhizOme 　 Of 　 Picrorhiza　 KurroOa 　 BoYLu 　Of　the　 fig’Wort 　 Eamily

（Scrophulariaceae），　through 　our 　present　pharmacognostical　study ．

（Reaeived　May 　15
，
1959）

緒　　論

　胡黄連は 唐代 か ら中国に お い て 知 られ た もの で ， イ ン ド北部地方 に産する ゴ マ ノ バ グサ 科 ScroPhulariaceaeの 多

年生草本 Picrorhiza　Kwrrooa　RorLE の 根茎 を用 い る生 薬で あ る．本品 は イ ン ド地方 にお い て は古くか ら民 間薬と

し て，鮭胃 ， 緩下 ， 解 熱 の 目的 で 使用 され，現在も，チ ブ ス ，マ ラ リア 等 の 治療 に用 い られて い る
L）．

　故 中尾万 三博 士 は 昭和 5 年 （1930） 正 倉院薬 物中の 紫 鉱 の 中か ら木品 と考 え られ る も の を 発見 され ， そ れ が 種 々 薬

帳 の 薬名中の 黒 黄連 （亡 佚 と認 め られ て い た） に 当る もの で あろ う と判定され た．

　本 研 究 は 昭 和23〜26 （1948〜1951） の 各御曝 涼中に 宮 内庁 の 依嘱 に よ り朝 氏奈泰 彦 博士 を 主 班 と して 行 わ れ た 〒E倉

院に 残 る 薬物 の 調査研究 ICあ た り， 故 中尾 博士 の 判 定 を生 薬学 的 に立 証 す るた め に 行 わ れ た もの で ，両 者を 比 較解 剖

して ，同
一・

物 で あ る こ と を 確め た．

　本稿を 成す に あた っ て ， 種 々 御援助 ドきれ た大阪大学薬学部高橋真太郎助教授 に 深謝す る．また 貴重な文献 の 閲覧

を お 許 し下 され，御 助 言 卜
．
され た，京都 大 学 理 学 部 北村PLr郎教授 ，村 田源 助手，人 夂 科 学研 究所籔 内 涛教 1受，吉 出 光

邦講師 ， 東京大学理 学部 山崎 敬講師，武 聞 薬品株式会社研究所渡辺 武 1専上，渡辺 平三 氏に 深 く感謝す る．

文 献 学 的 考 察

　正 倉院薬物中の 黒黄連すなわ ち胡黄連は ， 唐 代す で に 中圜で 用 い られ て い た 乙 とを 思 わ せ る も の で あ る が ， 黒 黄連

の 名は 噛 の 新修本草 は も と よ り， そ の後の 本草書に も記 載 され て い ない．胡黄連が 始め て 本草書 に 載せ られ た の は，

宋代 の 開宝 本草 （973− 1） で ，

　　胡責運 ， 味哲
・lz， 無毒 ， 主 久 痢 成疳傷寒款嗽 ， 温瘧骨 熱，理 腰腎 去陰汗，小児驚癇，寒熱不下 食 ， 雀 乱 下 痢 ，

　　生 1罰国 ， 似 乾楊柳 ，心 黒外黄，．・
名割孤露澤．今 附

と記 し ， 図 経 日，唐本 云，孫尚薬，別 説云 の 4 文献 を証類本草
3） で 附加 し て い る．

　図経本草 （1059） に は ，

　　胡 費連 ， 生 胡国 ， 今 南海及秦隴聞亦有之，初生似饐，乾似楊柳枯枝 ， 心 黒外黄 ， 不拘特月収採 ， 今小児薬中

　　多 用 之 ，

………… （後 略）

　 次 に 唐本云 とし て
，

　　大寒 ， 主骨蒸労熱 ， 補肝胆 ， 明目， 治冷熱洩痢 ， 益顔色 ， 厚腸胃， 治婦入胎蒸虚驚 ， 治 三消五痔大人 五心 煩

　　熱 ， II追波 斯 国 ， 生 海 畔 陸地，八 月上 旬採，悪菊花玄 参白蘚皮 ， 解 巴 豆 毒 ， 服之 忌 猪肉 ， 令人 漏精，以 人 乳浸

　　点 目甚良 ， 苗若 夏櫺草 ， 根頭 似烏觜，折之肉似鶴鷁眼 者良，

の記 文が 見られ る．し か し ， こ の 唐本云を新修本 草の 記載とす る こ とは 問題 で あ っ て ， 唐本草か ら正式に 収載され た

一ve
京 都 市 左京 区 吉 田 橘 町 ， 京 都 大 学医 学部 薬 学科 生 薬 学 教 室

Kee
豊 中市螢 ケ 池 ， 大 阪 大 学薬 学部 生 薬学教 室

1）　　KIRTIKAR 　et　BAsu 共 著 ：Indian 　Medieinal　Plants，　Part五，　p ．933〜936，　Plate　699 （To勧 o　Rep．，19／8）．
2）　 唐 慎 徴撰 ， 曹 孝 忠 校 勘 ： 重 修 政 和 経 史 証 類 備 用 本 草 ， 巻 9

， 草部 中品 之 下 ， P ．235 （晦 明 軒本影 印，1957）．

（ 7 ）
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もの は 唐本先附 ， また は 唐附 とし て 目録に 注記 され るべ きで ，
こ こ に は そ れが ない ，これ は唐慎微 が 添加 した 唐代本

草書 の 引用注で あろ う．ある い は また 唐慎微自身 の注で あ るか も知れ な い，

　 ま た，本草原始
3） （1590） に もこ の 図経を 引い た と思 わ れ る記文が 見 られ る．

　　始生胡国 ， 呼為割 孤露 澤 ， 今南海及秦隴問 亦有之 ， 初生 似蘆 ， 乾似楊柳枯枝 ， 心 黒外黄 ， 不拘時月収採，其

　　性味功用似黄連 ， 故名胡黄連．………… （後略 ）

　こ れ ら の 記 文 に よ り ， 胡 黄 連 は 古来 か ら 中国 に あった 薬物で な く， 外国 か ら輸入 し た もの で ある こ と が 知 られ る．

こ の こ とは 産地 だ けで なく， 胡黄連 ， 割孤露沢 とい う名前か らも考察出来 る．すなわ ち 古来中国人が 外来文物に 対 し

て 新ら し く命名する 場合に 2 つ の 方法が あり， そ の 1 は ，後漢書巻23五 行志第 ユ3に

　　霊 帝好胡服覘帳胡牀胡坐 胡飯胡箜篠胡笛胡舞 京都貴戚皆競為之 ， 此服妖 也………

とあ る如 く，
「胡」 とい う文字を 以 前か ら使用 され て い た 言葉の 頭に 附す場合 で あ る，「胡 」 とい う 文字は 唐代には 主

と して イ ラン 系の 民族を 指 した もの の よ うで ， 胡黄連 の 「胡」 も 「胡国 二 生 ズ 」 とか 「波 斯 国 二 出 ズ 」の 記 文 か らし

て 胡入 （波 斯 入 ） に 関係 あ る こ とを 意味す る もの で ある．李時珍
4 ｝は

， そ の 釈名で

　　其性味功用似黄連故名，割孤露澤胡語也

と t7，っ て い る が ， ま さ に そ の 通 りで あ ろ う．第 2 の 方法は ， 文 物 の 原音をその まま取 り入れて 漢字に 転写す る 方法 で ，

こ れは 琵琶 （←barbat，　bharbhe ）， 葡萄 （← budawa ）， 石榴 （←darim ）等 に 見 られ る 如 く， 鋪黄連
一

名割孤露沢 も

こ の
…
例で あ る． Watt5） や Kirtikar

，
　Basul） の 著書に よ る と，　 Picrorhi2a　Kutrooa　RoYLE は サ ン ス ク リ ヅ トで

Katuka
，
　 Katurohini と戞、い ， そ の 他 イ ン ド 地方の 方昌では，　 Katki

，
　 Kutki ，　 Kurll 〔HIND ．＆ BENG ．）；Kutki

（NEpAL ）iKuruwa （Ku 》fAoN ）；Kaur ，
　 Karr 血

，
　 Kalikiitki （PB ．）；Kali−kiltki，　 B乱lkadu　（BeMB、）；Kutaki

（MAR ．）；Kadu （Guz．）lKali −kut，ki （DEc．）；Katuku −rogani （TAM ．）lKatuku −roni
，
　 Katuka −r   gani （［1］EL ．）

；Kharbaqe −hindi （ARAB ．＆ RERS ．） と あるが ，割 孤露 沢 は 明 らか に こ れ 等 イ ン ド地方 の 原音を 漢 字 に転写 した もの

で ある．

　次 に 胡黄連の 産地 で あ る が ， 唐本に 「波斯 国 二 出 ズ，海 畔 ノ 陸 地 二 生 ズ ．」， 図経 に 「胡国 二 生 ズ
， 冷 南海及 ビ 秦隴

ノ 間 二 亦 之有 リ．」， 本草 品糞精要
6）に 「道地 ： 広州 」 等 と記 され て い るが ，

PenneF ）に よ る と ，
　 Picrorhirra　K ”rrooa

RoYLE は ヒ マ ラヤ 西部地方 の Kashimir か ら Kumaun に か け て 3，　OOO〜4，300皿 の 地 に 生 じ る も の で ， 本草書の

記文 と
一．
致 しな い ．しか も ， 唐代 か ら宋 ， 元代 の 物産誌 で あ る ， 公路 ： 北戸録 （湖北先正 遺書，第 6凾），劉 恂 ：嶺

表録異 （榕園叢書 ， 第3 威D ， 段成式 ：酉陽雑 爼 （湖北先正 遺書 ， 第10凾）， 王存 ： 元豊九域志 （粤刻武英殿聚珍版書 ，

第33凾），周去非 ： 嶺外代答 （知不 足 斎叢書 ， 第17凾）， 趙 汝 這 ： 諸蕃志　（馮承鈞校注本）， 汪大淵 ： 島夷志略 （知服

斎叢書，天第 1 凾），范成大 ：桂海虞衡志 （唐宋叢書，第 3帙 28） 等 に も見 え ず ， 中国 に お い て は 極 め て 稀な 薬物で

あ っ た か ら ， 前記 本 草 書 の 産 地 は 甚だ 曖昧 な もの で ， お そ らく，
こ の 薬物を中国に もた ら した 民族の 困名， また は そ

の 搬入 経路を 示 して い る もの と考 え られ る．

　 で は ，こ の イ ン ド ・ヒ マ ラヤ 地方原産 の 植 物 は ど の よ う な経 路 で 中 国 に もた ら され た も の で あろ うか．唐代 の 東西

通 商は 殆ん ど波斯人 に よ って 行わ れて い た．（桑原隲蔵 ： 蒲寿庚 の 事蹟 ，
1923 ；秋 山謙 蔵 ： 日支交 渉 史研 究 ，

1939）

そ の 通商路に は ， 陸 と海の 2 経路が あり， 中尾万三 8）は 胡黄連 の 搬入経路を南方海 L路 と し て い る が，海路の み で な

く陸路か ら も た ら され る こ と もあ り得 る と考え られ る．

　先ず南方海 E経路 と して，新唐書巻43下 地理 志末 に 畏耽 の 皇華四 達記を 引用 し て，中国か ら外国へ 行 く 7 つ の道を

あげて い る が ，こ の うち 「広 州 通 海 夷道 」 す な わ ち 広 州 か ら海 路 マ ラ ッ カ 海峡 を 経 て イ ン ド洋 に 出 て ，
ペ ル シ ャ 湾か

らテ ィ グ リス ・エ ウ フ ラテ ス 河 を 溯 り，
バ グダード方面に 至 る道 の こ とが記 され て い る．そ の 他 ，

H ．　Yu ！e （Note

on 七he　Oldest　Records　of 　the　Sea−routc 　to　China　from　Wcstcrn　Asia， 1882）， 石田幹之助 （南海 に関 す る支

那 史 料 ，
1945）， 桑原隲蔵 （前掲 ）等 は 東西 の 海 上 交通 を 論考 し て い る が ， そ れ らを 綜合 し て 胡黄連 の 搬入 経 路を 考

察 す る と，カ シ ミ
ール ー一帯 か ら イ ン ダ ス 河に 沿 っ て 河 口 の Daibul （カ ラ チ ？） に で ， こ こか ら海路 イ ン ド西 海岸 を

海岸沿 い に ドっ て 東浴岸 に 至 り，
マ ラ ；

t
力 海峡 ，

マ レ
ー

半島 ， 安南を 経 て 番禹 （広東，広州）お よ びそ の 近辺 に 到 っ

）

）

）

）

）

）

34rD

ρ
D78

李 申 立 輯 ： 本 草原 始 ， 巻 2
， 草 部 中 ，

43丁 （清 光緒 間 ， 善 成 堂 刊 本）．

李時珍著 ； 本草綱 目， 巻13
， 草 之 2

， 山草類下 ，
34 丁 （上 海 錦章 図 書局印 刊 本）．

G．WAwrre −
： ADietio 照 rア of 　the　Economie 　Products 　of 工ndia

，
　Vol ．、1

，
　Part 工

， p．　228 （London ，1892）．

劉交 泰 等 勅撰 ： 殿 板本 草 品彙精 要 ， 巻 之12
， 草 部 中 品 之 下 ，

4 丁 （上 海 商務 印書館排 印本 ，
1936）．

PENN 肌 箸 ： The 　Scrophulariaceae　of 　the　Western 　Hi 皿 ala アas
，
　p．63〜65 （Philadelphia， 1943）．

中 尾万 三 ， 木村康
一共 著 ： 上 海 自 然 科 学研 究 所 彙報 ，

1
，

5
， 漢薬写 真 集成 ，

1工，p．25〜28 （1930）．

（ 8 ）
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た も の と思 わ れ る．こ の 番禹は ， 史記巻129列伝69貨殖 に

　　番禹 征 義〕活虞 二 斉今広州 亦其
一

都会也 ， 珠磯犀i毒瑁果布之湊………

と記 され ， ま た 唐代玄 宗の 頃 の 唐大和 上東征 伝 に も，「江 中婆羅 門 ・波 斯 ・崑 崙等 ノ 舶有 リテ ， 其数 ヲ知 ラ ズ ．並 二

香薬珍宝 ヲ載 セ
， 積載 ス ル コ ト山 ノ如 シ，船 ノ深 サ六 ， 七 丈 ， 師子国 ， 大石国， 骨唐国，白蛮，赤蛮等往来居 住 シ ，

種類極 メ テ 多 弘 」 とあ る 如 く，南海地方 の 産物集散地 と して 隆盛 を 極 め て い た． こ の こ と か ら し て ，「南 海 二 有 リ」

とか 「道 地 ； 広州」 等 の 記文が 生れ た もの と考 え られ る．

　次 に 陸 上 通 商経路 で ある が ，
こ れは 海路以前か ら東西通 商の キ ャ ラバ ン ・ル ートとし て 知 られて い た もの で ， 前漢

書巻 96上 西域 伝 に 南北両 道 ， 魏書巻102西域伝 に 新「日四道，隋書巻 69裴矩 伝 に 西域図記 を 引い て，北中南 の 三 道 を 記 し

て お り， 曽問吾 （111国経営西域史，1936 ），白鳥庫 吉 （西 域史 研 究 ， 下 巻 ，
1944）等 の 論考 に詳 し い が ， 胡黄 連 は 石 田

幹之助 （東洋思潮 ， 支 那 文化 と西方文化 との 交流 ，
1934） の説 く西か ら東へ の 三 道 の うち，パ ミール の 南辺 か ら そ の

東辺 に で ， ター
リム 盈地 に

．
Fって そ の 南縁 また は 北縁に 沿 っ て 甘粛 の 西端 に 至 る 経路に よ っ て，も た ら され た の で あ

ろ う と推察出来る．そ の た め 図経，本草原始，三 才図会
9）等の 「秦隴 間 ニ モ 亦 之 レ 有 リ．」と い う記 文 が 出 た もの と 思

う．秦隴は今の 朧山山脈
一

帯 ， 甘粛 ， 陜西省で，こ の 記文か ら森鹿三
le ）は ， 中国輻域内の 陜西 ， 甘粛省境 に も産 出 し

た こ とが 知 れ る とい v
・ て い るが ，

Picrorhiza　Kurrooa　R 。YLE の 分 布 か ら見 て そ の 産出は 考 え られ な い 。ま た 中尾 万

二
8）は ，こ の 地方産 出の もの は 胡黄連 と呼ば れた 別 種 の もの で あ ろ う と して い るが ， 不確 か で あ る．和漢三 才図会

11）

に は 四 川 至産 と し て 胡黄連を あ げて い るが ， 三 才図会
9）に は ど こ に もそ の 記 載は な い ，牧野富太郎

12 ）は ，
「……そ の 根

を西蔵で は フ ーリン と称す る．非常に 苦 ぎ味を 有す る もの で 土人 は これ を 解熱薬に 用 う る．それ か らそ れ を ベ ン ガ ル

の 市場へ Teeta （黄連の
一

種） の 名で 売 りに 出 る……
」 と 記 し て い る．フ ーリン とは Hu −lien胡連 の こ と で あろ う．

実際 Watti3） もそ の 著書で ，　J．　D ．　Hooker の 言と し て，　Sikkim で Teeta と呼 ばれ て い る もの は Picrorhiza で あ

9）
10）
ユ1）
12）
13）

王 折 著 ： 三 才 図 会 ， 草 木 3巻 ，草類，41丁 （労暦 37年刊 本 ，
1609）．

朝 比 奈 泰 彦 等 編 ： 正 倉院薬物，p ．46 （1955）．
寺島良 安 著 ： 和嘆三 才図 会，巻 62之 本 ， 四川 土 産，p．　741 （吉川 弘 之館 刊 ，

1906），
白井光 太 郎 監 修 ：頭 註 国 訳 本草 綱 目t　 IV

，
　 p．250 （ユ930）．

G ．　WATT 　
tk

　：　The　Commereial　Preducts 　oHndia
，
　p．405 （London ，1908）．

（ 9 ）
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る こ と を記 し て い る．植物分布上 西蔵 は 盲点とな っ て い るか ら正 確 な と こ ろ は わ か らな い が，現 在迄 の と こ ろ Picr・

orhiza 　Kurrooa　RoYLE の 存在は 文献に な い ．最近 ，
　 Penueli） は そ の近縁種 で あ る Picrorhi2a　scroPhulariaeflora

PENNE 【、の 分布範囲 とし て ，
ヒ マ ラヤ東部 か ら雲南 とし て い る か ら，あ る い は 西蔵に も産する か も 知 れない ．し か

し，P ．screPhulariaeflora 　PE ）．cNEL の根茎 の 形状は P ．　K 〃 700 σ Royi・E の そ れ に 酷似 し て い る が 珍 奇な 植 物 で 商

品 に な る程多量は 産 し な い と 考え られ る．ま た 中国に お い て 黄連 は 最も古 くか ら医療 に 用 い られ ， 黄連 と他 の 薬物を

間違 え る筈 は なく，
Teeta の名で 西蔵か らベ ン ガ ル へ 売 り出 す もの は 真 の 胡 黄 連 で な く，川黄連 C曜 ’5 廨 緬 WALL ．

で あ る と載 られる．し か し，シ キ 助 也方 は Pi・r・rhiza 　 scr ・Ph・1・・i・・n・ra　 P・NN ・・ の 産，E！也であ り・こ の 地方 で

は Teeta の 名を 混用 し て い る もの と 思 わ れ る．

以上 の こ とか ら， 胡黄連は イ ラ ン 系の 民族 の 商入 に よ って
， 海略 陸路 の 両 経 路 （Fig・1）を 通 っ て 中国へ もた ら

され た もの で あ るが ，余 り使用は され なか っ た模様で あ る．

　次に 形態 に 関する 記文で あ るが ，
これ は ，中尾 万 ヨ ）の 説 く如 く，唐 ， 宋代の記 載 と し て は ほ ぼ 正 し い．し か し，

図の 方 （大鋤 庫
・ ）

，
L，・ig．・2・；紹興本草

15 ），　Fig・31 三 才図会
9’

・
Fig・4） は 本轄 の 瀦 が 言佳れ 嫉 物視 て い な い

らし く， 唯 伝 聞 を た よ り1・・書い た もの で あろ うか ら ， エ・ di・ n 　M ・d三・i・・I　PI・・t・ の 図 （Fig・5） tth 較す る と相当な

違 い が あ る．た だ本草原始
3）所 載 の 生薬図 （F 三g．6）， お よびそれを引用 した と思 わ れ る．和漢 三 才図会

IG ）の 生薬図は ，

現代 の 生 薬 （Fig．　7，
　A ，

　B7　C） とや や 近似 し て い る．

殖 ，
Pi， r・勲 呻   植物｝ま前言己の 姐 ，

P ・・K ・ rr ・・a 　R 。・ ・ E と P ・… r・伽 1碗 岬 … P ・ N … の 2 種 が 知 ら

れ て い る が ，
こ の 2 種 は Pennel が 分 類す る 以 前迄 は 同

一
視 されて い た 程 ， 近 似 の もの で ある か ら ， 本草書 に 記され

た と こ ろ の 胡黄連 は ，
こ れ ら凡 べ て を含 ん だ も の と思 わ れ る tl・，

　 k の 産 1蝿 力も 散 て・Pi ・r・rhiaa 　Ku 「「°° a
　
R ° YLE

を 収録 し た とす るの が 適当で あ ろ う．（P ．・Kurr… R 。 ・ ・ E の 糠 躰 1蛾 国 に な い が ・
P ・　screPh ・・lari””fi°「a　 P ”］N −

。 肌 の 躰 は 京都大学理 学部 ｝硫 る，こ の 根茎 の 形状，髄 馬 の 形等は 1陽 髄 蹟 連 と酉告似 して い る・） 陳存t1°

は その 著で ， 国外学説 と し て ，　「口木向無此物．医冢 即 以 属玄 参科之 Picrerhiza　Kurmoa ，　RoyL 代之，其実誤也．

麒 躰 勵 与形態 等 至 杯 詳．・ と記 し ， 古横 連胱 源働 と し て P ・κ僻 卿 R 吼 睦 疑醐 し
vC

い るが ・誤

で あ る と考 え る．

　我国へ の 渡来は ， 正 倉院 に現 在 残 っ て い る 薬物の 中に 胡 黄 連 に
一
激 す る 物が あ る と こ ろ か ら， 麝香 ， 胡椒，畢 撥 ，

勦 貿 紫釣 等 と共 に 稼 朝の 頃中国か ら輸入 さ n．　 t・ asが わ か る・し か し 碓 罷 々 薬 帳 に は 搬 連 の 名は な く ，
こ

れを中尾 万 三
ls ）は ，種 々 薬 帳 13黒黄連 な らん と し て お り，ま た 筆者等 の

．一入 （木村）
IF’）は ， 黒黄連 の名は 本草書に な

い が，そ の 形態 ， 色 か ら黒黄連 とレ・わ れ て 甚だふ さわ しい ・猜 で あ る と し た ．近 年 台湾 で は 黄連 に 蜜 を つ け て 黒 焼ぎし

た もの を黷 齔 称 し て 稀に 市場に 出して い たが ， 生薬に こ の よ うな修髄 をま ど こ し 出 し た の は 金・元 時伽 ’ら で ・

種 々 薬帳 の 黒黄連は 決 し て こ の もの で は な い ．

　 我国 の 本草書 の 記載 で は ，

　大和本草… 　 （・709） 古臓 連 ， 黄連 ・ 似 テ 地 ，黄 ナ ラ ス 昧苦 ら 蘆頭 モ 靆 ・似 タ リ
）
　 ”z’geヨ 味 ・レ

， 此 草

　　日本 ニア リ ヤ 末 詳，千 振 ト テ 秋 臼 花 ヲ 開キ テ 葉 細 ク 眛 甚 ダ 苦 キ 小草 山 野 ニ ア リ，又 タ ウ ヤ ク ト云 国 俗 是 ヲ 好

　　 ソ デ用 之 殺 蟲 消積 コレ ヲ 胡 黄 連 卜 云 非 ナ リ
， 或 日 倭 方 二 胡 黄連 ト カ ケ ル ハ 皆 セ ソ ブ リ ヲ 月！ユ ヘ

シ ト　x ．

和 漢三 才図会
・・） （ユ7・3） （自酌

・一 蹶 脳 薬：醐 髄 ・磯 大 異不 可囎 也 齢 禁 欄 謎 ・

　 薬種名寄帳
21 ） （1715）　 胡黄連 ，

と 5や く

　用 薬 須 an21） （／726）　和漢 共 ； 可 通用 ，漢ハ気 味 和 ス ，和ハ烈 ナ リ ， 和 名 セ ン ブ リ 又 当 薬 ト名 ク
， 和産 与 漢 渡

　　者 形 、 蹴 ・レ ヲ 以 テ 疑 ・ 入 ア リ其 実・・同種 ナ リ ，タ ダ 土 地 曝 一 ・ テ 和 藷 ！1ト 劫 ワ リ ア リ ト 縦 謝 伝

　　 ヘリ
， 蒼 朮漢 和有異 例 ノ 如 シ ．

　 薬品手引艸
23 ） （177S）　 胡 黄 連 ， 害 苦 露澤 と S や く， 店佳 和 せ ん ぶ り可 用．

ll控 羅犠 鷺 灘 驫 灘 藁靆 響 諜暴鬻 鮮 欝
Hl縮 光 黯 19°4）

16） 寺島良 安 署 ・ 和漢 三 才 図 会 ， 巻 92之 末 ， 山 軒 ・ 巻 P・1273 （吉 JliY・之 t・｛1
”
gl，　1906）・

17）
18）
／9）
20）
21）
22）
23）

陳 存 仁 編 ： 中国 薬．学大 辞 典 ， 上，p．891 （1956）．
中 尾万 三 薯 ：．正 倉 院漢 薬調 査 報 告 （1930）．　　　　　

’

購 馨 難 鱗鷲 、難 冒14藁 ・7・ ． ・・ 徳 榊 本 ，
・7・5・．

諜 灘 飜藕縲 「讃 1く茎森馬 ｝
851

輩。・・年・ 本 ，
・7… ．

加地 井 高茂 薯 ； 薬 品 手 引 艸 ， 坤 ， 下 ノ 8 （天 保 4 年 刊 本 ，
1833），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10 ）
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図 の 説 明　　Flg ，2 大 観 本 草 の 図　　Fig．3 紹興本草 の 図　　Fig．4 三 才 図 会 の 図

Fig’．5111dian　Medieinal　P工ants の 図　　Fig．6 本 草原始 の 図
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　重訂本草綱目啓蒙
t“’t） （1802，18｛了）　 胡 黄 連 ， 和 産 ナ シ 薬舗 二 舶 来 ア リ

， 根 ノ 形 地 黄 二 似 テ 長 二 三 寸 ， 径 り 二

　　三 分許 ， 外ハ黄 白 色 ニシ テ 痼 痞 ア リ
， 内ハ紫 黒 色 ニシ テ 五 ノ 白 点 ア リ テ 梅花 弁 ノ 如 ク 並 ベ リ

， 本草原 始 二肉

　　黒有 白 点類梅花外淡黄 色 ト云 是 也 ，味苦 シ 敏 古 ヨ リ セ ン ブ リ ー名 ト ウ ヤ ク ニ 充 来 レ ドモ 誤 也 ，
ト ウ ヤ ク ハ 獰

　　牙 菜 （ア ケ ボ ノ サ ウ ） ノ 種 類 ニ シ テ 小 草 也 根 形 モ 大 二 異 リ ，然 レ ド モ 和 ノ 方 書 二 胡 黄 連 ト書 来 ル ハ皆 ト ウ ヤ

　　 ク ヲ 用 フ ベ シ
， 唐 山 ノ 書 二 胡 黄連 ト書

・ス ル ハ舶来 ノ 老
』
ヲ 用 ベ シ ．

　手板發蒙
25 ） （1823）　 古 方 ；テ 胡黄連 ト云 モ ノ ハ此 物 ナ リ，和 方 書 二 胡 黄連 ト ア ル ハ i

．
ト ウ ヤ ク 」 ニ テ 譚 牙 菜

　　 ノ ー・
種 ナ リ ．

等 とあ る如 く， 何時の 頃 か らか 当薬 と誤 り伝 え られた よ うで あり， 当時市場 に は 少な い な が ら真品 の あ っ た事が 知れ

る．し か し本草和名 （918）， 和名類聚抄 （934）， 等に そ の 名が 見当らない か ら，古 くは 正倉院 に入 っ た の み で 民間に

は 知 られ なか っ た も の で あ ろ う、

　寛永14年 （1637）， 板坂 ト斉 が紀州侯に 請い 薬草36才重を朝鮮 に 求め て い るが
25）

， そ の 中に胡黄連 の 恨が あ る．また

宝 暦年間 （1751〜1763） に は 尾 i長藩の 御深井薬園に 植え られ た 記 録 が あ り
27 ）

， 薬 園 図 の 中に も胡黄連 が 画 か れ て い る

が ， こ の もの が Picrorltiza　Kurrooa 　RoyLli で あろ う筈 は な く， お そ ら くセ ン ブ リに 類 し た もの で あ ろ うと思われ

る．しか し セ ン ブ リは 我国 に も 多 く野生 し て お り，朝鮮か ら舶来 し た もの が セ ン ブ リで あ る とは 断 言出来 な い ，近 年

朝鮮 ， 満洲に 産 す る 胡黄連 2B）
， 別 名常黄連 ， 至 黄連，鮮黄連 と い わ れ る も の が し ば しば 宛 られ るが ，

こ れ は牧野富太

郎
z9 ）に よ っ て 紹介された ， メ ギ 科 （Berberidaceac・） の feffersonia　dubia　BENTH ．　 e七 HeOK ．　 FIL ．タ ソ タ ソ ウ ， イ

トマ キ ソ ウ の 恨で あ っ て ， 朝比 奈
・
前 田 ゆ お よ び，後藤劬 の 研 究 で 知 られ て い る．こ の も の が 江戸 期に 入 っ て い た の

で は な い か と 考 え られ る が，文 献上 で は 明 治 末 年 に 木 ド氏 に よ り初め て 内地 に 渡来 し た もの と され て い る し ， また 本

草文献に も朝鮮産 の 記載は ない か ら，江戸期 に朝鮮 よ り舶米した 胡黄連 は ， ノllffersonia　dubia　BEy ．　et　HOOK ．　FIL ．

で も Picrorhixa　Kurrooa 　RoyLE で もな い と考 え られ る．な お ，岡 西為入 は そ の 著書 「満洲 の 漢薬 」 中に 出産 漢薬吻

と して 胡黄 連 を あげ て い る が ，
こ の もの は お そ ら く Jeffersonia　dubia　BENTH 。　 et　HoOK ．　 FIL ．で あろ う．し か し 奉

天 ， 遼陽 に輸入 され る 胡黄轡
3：1は 産地湖南 （野 ご生〕） と して お り，

こ の もの の 基 源 は 不明 で ある．

　胡黄連 の 原植物 に 関 し て は ，StuartB4） が
，
　 De 　Calldol！e の 鑑定 と し て ，

　 Barkhausia 　rePens
，
　 Lnnreiro の 説 と

して Pieris　rePens
，　 Faber の 案 とし て Lactuca　stogonifera また は ，

　 Ixora　sP ，を 挙 げ て い る が ， その 拠 る と こ ろ

を 知 ら な い．また ，
Laufer3：，），は 同 じ く β αア肋 翩 s脇 仰 9π∫ を 掲 ；ずて い る が ，　 Barlehascsiaは ペ ル シ ャ に 生 え て い

ない し ， ま た Sehlimmer の ペ ル シ ャ 植物辞典 に も記載が ない とい い ， 本草書 の 産 地 を疑 問視 し て い る．

　松村任三
36） は Gilesの A 　Chinese−Ellglish　dietionary （1892）及 び Henry の Notes　on 　econornic 　botanγ of

Chlna （1893）を 引 用 し て Picrorhi2a　Kurrooa 　Rom 、E に 充 て て お り ， ま た Watt5 ）
，
　Kirtikar 　et　Basu1 ）

，
　lshi｛lo：．a3r ＞

等も P ．Kurrooa に 充て て い る．　 L　H ．　Burkill3u） も また P ．Kurrooa　BENTE．を あげ，　 Hooper （in　Gard．　BulL
s．s．6

，
1929

，　p．107） の 言 を 引用 し て，こ の 植物 の 根が Coptis と 同様に 用い られ，　 Malaya を経 て 中国に 輸入 され る

と記 し て い る．

　Picrorhiza　Kurrooa 　RoYLfi］ は Royle に ょ り Iliustr，　Bo 仁．　Himal ．　t．71 （1836年に II［i版 P．29ユ）に 発表 され た も

の で ，
Shalma で採集 し て い る．　 Sy且 onym と し て ，

　 Verenica　Lindleyana　W △ 1・1・．（1829），　 Picrorhiza　Lindleyana
lWETTST

．（1891），が あげられ て い るが ，
こ れ らの 消息 は PcnllclT） カ

’
s詳 し く述 べ て い る．

）

）
）
）

）、
）

）

）

）

）

）
）

）

）
）

）

45678901234567892222223333333333小 野 蘭 LL［著 ： 重 訂 本 草 綱 目啓蒙 ， 巻 之 9
， 草之 2 ，山草 類 ，

3 丁 ，　 （弘 化 a 年 刊 ， 岸和田 本 1847），
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〒
1朕 連 （P ．・Kurr・・a　R ・ YLE ） の 成分 につ い て は ，　 Weh 皿 ・r39 ）が H ・・twi ・h の 幸眩 （H ・・t・・i・h ；N ・u ・ Arzn ・i−

drogcn，　Berlin　189，　7，　256） よ り配 糖 体 Pierorhizin　14．　96％， 配糖体 の 分解産物 Pierorhieetin　3・85％ ・
Catlコart ，i−

nstiuxe （？） を含有 し て い る と記 し ，
　Kirtikar　et　Basu の 書

1）に も化 学構成分 を や や詳 略 に 述 べ て い るが ， そ の 構

造，薬理 に つ い て は 不明で ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実 　験 　 の 　部

　形 　　質

通常市販 され て い る もの は （Fig．7，
　A ，　B ，　C）長 さ2 − S ・m

， 径 5・・− 10・・m
， 灰 褐 色 を し た 表皮で 包 まれ た Fgtt／

一
／Ere

で ，や 糧 拠 太幡 の に 1ま脚 嘘 よび，・ ブ状隆起 が あ り， 1固麻 よ り灘 葉魄 部灘 片状を な し鮒 讖

存 し て い る．細い もの ICは 縦 ジ ワ が あ り， 幾分 滑 らか で あ る．一
般 に 内部の 壊癈 が 甚だ し く， 表皮 と コ ル ク屠の

一
部

が 剥離 し て い る もの
， 皮層 に 割れ目の あ る もの ，

お よび髄部が中空 に な って い る もの が 多い．正 倉院 で 発見 され た 生

薬 は殆 ん ど 髄部が 空 洞 に な ・・ て い た ．質は 商品 の 乾燥具合 ICよ っ て 異な り， 柔軟なもの ， また は 脆い もの が あ るが ，

＿般1破 折 し 易 い 融 折面 は 齦 色姪 黥 色 を 呈 し波 層 と髄部に は 大 きな割れ 目が ある・木部畔 翫 皮即 厚

さに 較べ て 1　− 1／2倍 で あ り， 道管部は 淡褐色を 呈 し ， 茎 に近 い 部分の もの は （Fig．8，　A ）， や や連続 し た 薄い 環状を し

て い る が ，多 くの 根 茎 で は （Fig．　8，
　B ，。P ），数位1セ紛 れ て 環1犬に排 歹・」し て い る．道管部の 立体構造 は あ らい 網 状 の

円筒形 で ある．縦 切面 は ， 淡褐色 の 道 管部 が 2 本平行 に走 り，根に 走 る 場合 お よび，網目に分れ た部分で 切断 され る．

（Fi9＿　9，　A 〜bi）

　臭気は 殆 ん どな く， 味は や や 苦 くて 長 く口 に 残 る．

　 構 　 　 造

1． 市　場　品

　表皮 は ， 細胞 の 大 きさ／0〜15 μ × 15〜50μ で ， 膜壁は外側に 厚 く黒 褐色 を 呈 す る．し か し そ の 多 くは 脱落 し て い る．

， ，レ ク層は，鵬 乃 至 ＋数勵 ・らな り ，
o．2〜o舳 ・ の 厚 さ鷹 達 し て い て ・

・ ル ク化お よ び ・ 木化臨 を 呈 す る・

コ ル ク細胞は 大 ぎ さ 10〜17 μ × 15〜50μ で ，一・
般 1・t 切線方向に 扁圧され た 艮方形状とな り規 則正 し く柵 状 に 列ぶ が ，

表皮に 近い 2
，

3層 の 細胞 は 時に 形お よび ， 配列が不 定 ICな る 事が ある．細胞膜は 淡褐色 を 得：び，皮層柔細胞 と区別

出来 る．

　コ ル ク形成層に 接 した 部 分 の 皮層柔細咆は ， 通常他 の 柔細胞 よ り小 さ く径10〜35μ で ， 多少厚角化 し て い る が ， 稀

に 完全 な厚角組織 を 形成し ， 多くは 2 〜4 層に な る もの が ある．

第
一
次皮 1獣 根茎 の 半径の 約・／2を 占め ， 瞰 醇 膜 の 柔糸隗 か らな り・細胞 の 大 ぎさは 15N42 ・ × 2r）　−v70

・ で あ

る．全般に 壊廢が 甚だ し く多くの 割れ 目が あ る．細胞中に は ， 黒 褐色 の 樹脂様内容物を 含有 し ， また 菌糸様物質 が 細

胞触 蘭 して い る，こ の樹脂様内勸 は ， アル コ ー・ ，エ
ー

テ 確 は 多少溶ける が ・
　 ・1・・ア セ ト・ に は 溶 1ナが た く・

ズ ダ ン 皿 に よ 一，て 僅か に 欖黄色に 染 る．各細胞中に は こ の 内容物 が 充満 し て い て ， 澱 粉 粒，イ ヌ リン 粒，蛋白粒，粘

液 ， 結晶等 は 含有 し て い な い ．

1被 は，購 加 ∫；・ の び 嵌 方形 の 細胞 で
， 大謎 6 〜13・ × ユO・−30・ ・繝 臘 の 肥厚は 購 で 魁 ’・カ ス パ IJ　 一

点澄よコ 丿レ ク イ匕弓弱く， 木イ匕度 力罰僉い ．

師 部 は ， 至鞭 で木部蚫 囲し
・Cい る．師 部 柔細1泡眦 轍 勺iJ・さく，5 〜11・ × 8〜27・ 窃 il黥 内容物 が 備 して

い て 師管 との 区別 が つ けが た い ．縦切面を 鏡検す る と， 内容物を 含有 し た 師部 繊 維 すな わ ち 代用靱皮繊維 が 存在し，

大 き
『
さ 5〜」5 μ x50 〜120 μ の 両

．
端 の 尖 っ た 細長い 紡垂状を な し ， 木化反応を 呈 き な い ．

　道管部は，よ く発達 し 3 酎6 個に 分れ て 環 状 に 排列す る．モ の 切 れ目に は 多 くの 場合割れ目を生 じ ， 中央部に 根に

走 る道管 が 見 られ る．茎 に 近い 部分 では，道管部の 発達 が 比 較的 お と り，

一般 に 環 状に 連な っ て い る．

　道管 は ， 完全 に 木 化 し て お り，初 生 部分は 螺旋紋道管で あるが ， 普通網紋道管が 見 られ 径 8 〜31 μ で あ る．本部柔

髄 に は，他 の 柔細胴 様内容物畿 満 し，道管に も鯛 本齢 む もの が あ る・瀏 繍 漁 ・多数イ袵 し ， 外径約10

μ ， 内径 3 〜6 μ x 長 さ50〜150 μ で 膜壁が 厚 く・ 弱 く木化す る・

仮道管は ，道管 に 較 べ て 小 さ く， 径 6 〜25μ で 木化度も多少弱  ’・

髄 部 の 半径は ， 根茎 の 半径の 約黯 茎 に近 い 醐 で は ，道躑 醗 齢 お とる た め 緲 黯 で ある・髄蜘 柔細 包

は 比 較 的大きく，径40〜85μ で，し ばし ば割れ 目を 生じ る．放射状組織は 余 り明瞭 で な い・

鱗 片状に 嚇 し て い る概 葉 ・・基 鋤 糊 面は 濠 酌 10叫 厚 さ約 1mm の 弦 月形 を 呈 し沖 螂 こ 大きな維

（15 ）
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驚蠧搬濃あ離臨纏 ll驚瓢1畿義謙捲編謂1 蠶騾鮮聽，
お よび 螺 旋 紋道管 で あ る．上 面 表 皮 に 連 な る 柔細胞 は 大きく， 膜壁 は 薄い が

一
般 に木化 し て い る場合が 多い ．

2 ．　 正 倉院現存品

　表皮は 殆ん ど脱落 し て お り ， 皮層，お よ び 髄部 に 甚 だ し く割 れ 目が あ る が
， 内部構造 は 現在 の 市場品 と全 く1司一

で

ある．根出葉片 の 附着 し て い る生 薬 は 残存 し な い ．

　なお
， 毛管分 忻の 結果は ， 市場品，正 倉院現存品共 に BC 像 とな り ， 同一

で あった ．

結　　論

1 ． 胡黄連 の 原植物 とし て は ，
Picrorhiza　K ”rreoa 　ROYLE お よ び Picrorhiza　scroPhulariaejlera 　PENA ・EL の 2

種 が考え られ る が ・根茎 の 大 9 さ ， お よ び そ の 産 出量 か ら見 て ， 従縺 り P ．・Kurr ・・ a　R 。。 。E で あろ う．
2． 胡 黄連 の 産 地は ， 本草書に よ る と ， 胡国 ， 南海 ， 広州， 秦隴 （南海〜秦隴の 間）と ある が ，P ．Kurrooa　ROYLE
の 産地 は， ヒ マ ラ ヤ 地方カ シ ミール ー

帯 で あり，こ れ が 唐代に イ ラ ン 系民族 の 商人 に よ っ て ， 海路 ， お よ び 陸路か ら

中国へ もた らされ た も の で あろ う．そ れ 故 ， 本草書 の 産地 は ， 中国へ の搬入 経路を示 し た もの と考え られ る．
3 ．　胡黄連が 我国 に 舶来 された の は 大 平時代 で ， その 後何時 の 頃か らか 当薬 （セ ン ブ リ） と誤 用 され て い た が

， 江

戸 中期 に は そ の 誤 りを 正 し て い る．

4 ．　1匡倉 院 に 現 存 され て い る薬物は ， 現在市場 の胡黄連 と同
一

物で あ っ て，P ．Kurrooa 　ROYLE の 根茎部 で ある．

Fig ・7 ： A ・B ・
C

， 市場 品 全 図 （x2／3）　Fig，8 ： A ，茎 に 近 い 部 分 の 横 切 面 模 型 図 ，
　 B

，
　C

，
D

，根 茎 の 横切 面 模型 図
（× 3・5） Fig ・　 9 ・ A

・
B

・
C

・
D ，E ，F ，根 茎 の 縦切 面 模型 図 （× 1．5） Ng ．　10 ・ A ，｛聡 率横 切 面 図 B

， 低 倍率
縦切 面 図 （× 15） Fig・11 ・ 高 倍 率 縦 切 面 図 （× 150） Fig．ユ2 ・ A

，
　 t艮出葉葉 柄 の 横切 面 模 型 図 （x6 ） B

， 前者 A
の 高倍 率 横 切 面 図 （x45 ） Fig・・13 ・ 各種 の 細 姻 P ・ 柔 細 胞 （x170 ），

　 P
’

・ 柔 細 胞 （× 230），
　kl 、 ・ ，レ ク 細胞 （x

150）・
wf ： 木繊維 ・

t ： 仮 道管 ，　 bf ； 師 部繊維 ，　vr ：網 紋 道 管 ，
　 vs ： 螺 旋紋 道管 （× 230）

Fig．14 ： A
，　
B

，　C ， 高 倍 率 横 切 面 図 （x230 ） Fig．15 ： 高悋 率 横 切 面 図 （× 150） Fig．16 ： 茎 に 近 い 部分 の 高倍率
横 切 面 図 （x150 ） ・1 ・ 根 蹂 葉柄 部，

・b 雅 管束 ，
・li・ 豁 ・ 目 ，

・p 畷 皮，… 厚 角 細 胞 ，
　 kl ， ・ 〃 蓬碗 ，

　 P ，

柔 細 胞 … 内 皮 ， ph　l 師 部 ・
・ y ： 木 部 ，

皿 ・ 髄 bi’・ 師 蹴 維 ，
　 s ・ 師管， … 網 紋 道 ew， ・・ 、虫繊 樋 管

wp 二 木部柔細 胞 ，　 reys ： 樹 脂様 内 容 物 ・
hp ： 菌糸様物 質 ，

　 wf ： 木部繊維，　 t ： 仮 道 管 ，
　 ep1 　： 下面 表皮，　epu ； 上

面 表 皮 ，
ve ： 葉脈

京都大学薬学科， 大阪大学薬学部

（ユ6 ）
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